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(57)【要約】
【課題】　より安全で、かつ、よりすっきりとした外観
の開口部を形成するために、散りを無くして壁の角部を
円弧状とした開口部構造を提供する。
【解決手段】　戸枠１０を備える開口部構造であって、
壁端面５２に設けられ壁厚よりも幅が狭い戸枠１０と、
壁面５１と壁端面５２を円弧状に繋ぐコーナー材２２と
、戸枠１０を除く壁端面５２とコーナー材２２と壁面５
１との表面を覆うクロス２５と、を有する開口部構造と
し、コーナー材２２と戸枠１０の間に調整部材２６を設
けてもよいものとする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　戸枠を備える開口部構造であって、
　壁端面に設けられ壁厚よりも幅が狭い戸枠と、
　壁面と前記壁端面を円弧状に繋ぐコーナー材と、
　前記戸枠を除く前記壁端面と前記コーナー材と前記壁面との表面を覆うクロスと、
を有することを特徴とする開口部構造。
【請求項２】
　前記コーナー材と前記戸枠の間に調整部材を設けることを特徴とする請求項１に記載の
開口部構造。
【請求項３】
　前記コーナー材に巾木を設けることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の開口部
構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内用のドア、引戸、折戸、物入れ等の戸枠を備える開口部構造に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　室内用のドア、引戸、折戸、物入れの扉等を設置する戸枠は、壁厚に対して散りによる
段差を設けることで、工事の作業性を良くしたり、石膏ボードの角部の破損を防止したり
、クロスや巾木の端部を納めやすくしたりすることができる。しかし、部屋のデザイン的
には、散りを設けない方がすっきりとした空間になると考えられる。
【０００３】
　図４は、特許文献１に記載された、散りを設けない開口部構造の平面断面図である。こ
の開口枠１００は、枠材１０１が壁パネル１１０の開口端面の幅と同等もしくはそれより
も小さな幅に形成されたものなので、散りは設けられていない。そして、枠材１０１の凹
部１０２に調整材１０３を挿入することで厚さの異なる各種石膏ボード１１１に作業現場
で対処でき、壁の角部の補強と保護を図ることができるという特徴を有している。また、
巾木１１２の終端部の納まりもよく外観上好ましいという効果を奏している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平５－７７４８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明では、この開口部構造と比較して、より安全で、かつ、よりすっきりとした外観
の開口部を形成するために、散りを無くして壁の角部を円弧状とした開口部構造を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の開口部構造は、戸枠を備える開口部構造であって、壁端面に設けられ壁厚より
も幅が狭い戸枠と、壁面と壁端面を円弧状に繋ぐコーナー材と、戸枠を除く壁端面とコー
ナー材と壁面との表面を覆うクロスと、を有することを特徴とするものである。
【０００７】
　ここで、コーナー材と戸枠の間に調整部材を設けてもよく、また、コーナー材に巾木を
設けてもよい。
【発明の効果】
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【０００８】
　本発明によれば、散りを無くして壁の角部をコーナー材で円弧状とすることで外観がす
っきりとし、角部にぶつかっても安全であるという効果を奏する。また、コーナー材と戸
枠の間に調整部材を設けることで、様々な壁厚に対応することができる。更に、コーナー
材に巾木を設けることで、より外観をきれいに見せることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の開口部構造の平面断面図であって、開戸の場合である。
【図２】本発明の開口部構造の別の平面断面図であって、（ａ）は片面戸袋式の引戸の場
合、（ｂ）は両面戸袋式の引戸の場合である。
【図３】本発明の開口部構造の別の平面断面図であって、（ａ）は折戸の場合、（ｂ）は
物入れの扉の場合である。
【図４】散りを設けない開口部構造の平面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面を参照しながら説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の開口部構造の平面断面図であって、開戸の場合である。この開口部構
造は、開口部５０に開戸タイプの扉４０を設けるための戸枠１０を設置するものである。
戸枠１０には、扉４０を設けられるように、表側には戸当り２４が備えられ、戸枠１０の
裏面側にはパッキン材２３が備えられる。
【００１２】
　図１に図示されている戸枠１０は、壁の側面に設置された縦枠の部分である。この縦枠
が設けられている壁の側面を壁端面５２と呼ぶこととする。この壁端面５２に設けられた
戸枠１０は、壁厚よりも幅が狭くなっている。ここで、壁厚は、基本的には、壁パネル２
０と、壁面５１を構成する石膏ボード２１と、その石膏ボード２１の表面に貼られたクロ
ス２５と、を合わせた壁の厚さのこととする。なお、壁の下方（床面付近）には巾木３０
が設けられている。
【００１３】
　壁面５１と壁端面５２との角部は丸く円弧状に繋がっている。円弧状の角部の内部構造
としては、角を丸くしたコーナー材２２が設けられている。コーナー材２２としては、断
面が略１／４円弧の部材であれば特に材質を問わず、樹脂材や木材など様々な材質のもの
を用いることができる。
【００１４】
　また、壁厚と戸枠１０の幅の差が大きい場合には、コーナー材２２と戸枠１０の間に調
整部材２６を設けてもよい。つまり、壁端部５２は、戸枠１０と調整部材２６とコーナー
材２２の一部とで構成され、場合によっては、調整部材２６が不要な場合もあると考えれ
ばよい。
【００１５】
　壁の外面を形成するクロス２５は、石膏ボード２１からなる壁面５１とコーナー材２２
と調整部材２６を連続して覆い、壁端面５２で戸枠１０に突き当たるように貼付する。な
お、調整部材２６が無い場合には、コーナー材２２と壁面５１のみを覆うことになる。言
い換えると、戸枠１０を除く壁端面５２とコーナー材２２と壁面５１の表面にクロス２５
を貼付する、ということになる。なお、巾木３０に関しても、クロス２５と同様に、戸枠
１０以外の壁端面５２と壁面５１を繋げるように設けることができるので、その場合には
、コーナー材２２の円弧に合わせた巾木３０を設けることになる。
【００１６】
　このような、開口部構造とすることで、散りが無く、従来とは異なり壁の角部が丸くな
るので、角にぶつかっても怪我をする可能性は低くなり、かつ、従来と比べて部屋をより
すっきりとした外観とすることができる。
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【００１７】
　図２は、本発明の開口部構造の別の平面断面図であって、（ａ）は片面戸袋式の引戸の
場合、（ｂ）は両面戸袋式の引戸の場合である。扉４０を引戸にした場合であっても、戸
袋部分（図の左側）以外は、基本的には図１の開口部構造と同様の構成とすることができ
る。
【００１８】
　図２（ａ）の片面戸袋式の場合は、扉４０を閉めたときに片側からは見えないように石
膏ボード２１を壁端部５２から延ばして壁としたものである。図２（ｂ）の両面戸袋式の
場合は、扉４０を閉めたときに見えないように、扉４０が壁の内側に納まる構造としたも
のである。いずれも壁を延ばした形状と考えることができ、これらの延ばした壁は、扉側
にも石膏ボード２１を設けている。また、延ばした壁の壁端面５２は、円弧状のコーナー
材２２と調整部材２６で構成される。なお、図２（ａ）に示すような片面戸袋式において
、延ばさない側の壁の壁端面５２は、図１と同様にコーナー材２２と戸枠１０で構成され
、必要ならば調整部材２６を用いればよい。
【００１９】
　戸袋側の戸枠１０は、扉４０を閉めたときに当接する戸当り２４を備え、戸袋の奥側に
設けられる。特に、図２（ｂ）に示すような両面戸袋式の場合は、壁に挟まれた戸袋の一
番奥に設けられる。
【００２０】
　以上のような構造とすることで、戸袋部分についても、散りが無く、壁の角部が円弧状
になるので、非常にすっきりとした外観とすることができる。
【００２１】
　さらに図３は、本発明の開口部構造の別の平面断面図であって、（ａ）は折戸の場合、
（ｂ）は物入れの扉の場合である。折戸の場合の扉４０は、天井から吊り下げられ、折り
畳むことで、扉４０の開閉をするものである。図３（ａ）の折戸は二つ折の例であるが、
当然三つ折り以上の場合もある。また、物入れの扉４０は、図１の開戸とほぼ同様の構成
であるが、枠材１０との位置関係が若干異なる。なお、折戸や物入れの場合は、図１，２
に比べて壁厚が厚くなることになるが、ここでは枠材１０を設ける面を壁端面５２とし、
扉４０と平行な面を壁面５１とする。
【００２２】
　折戸や物入れの扉４０の場合でも、壁面５１と壁端面５２との角部に円弧状のコーナー
材２２を設けるという本発明の開口部構造を適用することができる。また、調整部材２６
やパッキン材２３を用いたり、クロス２５を壁面５１の石膏ボード２１とコーナー材２２
と壁端部５２の表面に貼付することも図１や図２の実施例と同様である。
【００２３】
　このような開口部構造によって、開口部５０の外観がすっきりとし、また、角部が丸い
ので安全であるという効果を奏することができる。また、巾木３０もコーナー材２２の円
弧に合わせた形状とすることで、より外観を良好にすることが可能である。
【００２４】
　以上、実施例として開戸、引戸、折戸、物入れの扉の例を示したが、本発明の開口部構
造は、これらの実施例に限るものではなく、あらゆる扉の開口部構造に適用することが可
能である。
【符号の説明】
【００２５】
１０ 戸枠
２０ 壁パネル
２１ 石膏ボード
２２ コーナー材
２３ パッキン材
２４ 戸当り
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２５ クロス
２６ 調整部材
３０ 巾木
４０ 扉
５０ 開口部
５１ 壁面
５２ 壁端面

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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